
　いこまい館で消防出初式・観閲式を開催しました。
　当日は、消防団員・女性防災クラブ員を始め80
人が出席。出初式では、消防活動に尽力してきた
方々の表彰や、団員を支えてきたご家族に対する
感謝状の贈呈などを行いました。式の締めくくり
には、出席者全員で「火の用心」を三唱し地域の
安全安心を願いました。
　観閲式では、各地区の消防団員と女性防災クラ
ブ員が集合し、日頃から訓練に励んでいるポンプ
による放水を実践しました。6台のポンプから一斉
に放水を開始すると、その迫力に見学していた人
から歓声が上がりました。

消防出初式・観閲式

みんなで誓う「火の用心」

日
1 8

　諸輪区にある尾三消防本部で、新年に改めて
地域の安全を誓う消防出初式が行われました。

小
お

山
や ま

祐
たすく

組合管理者は、引き続き消防力を高
めるよう消防職員に激励の言葉をかけていまし
た。その後、地域防災に多大なご協力をいただ
いた方々に対し、管理者と消防長からそれぞれ
表彰が行われました。
　閉会後は、本部北側の屋外訓練場で、自動車
事故を想定した消防訓練が実施されました。
車内に取り残された人を
クレーンで救助するなど
緊張感が漂う中、見学す
る人たちは息をのんで見
守っていました。

尾三消防組合消防出初式

地域の安全・安心を誓う

金
1 6

PHOTO
フォト
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愛知駅伝

気持ちをつなぐタスキ

土
1 14

次世代の発展を見据えた公園整備について

　第15回愛知県市町村対抗駅伝競走大会が、長久手市にあ
る愛・地球博記念公園（モリコロパーク）で開催されました。
　前回大会の町村の部で初優勝した東郷町は、2大会連覇を
目標に出場しました。
　優勝とはなりませんでしたが、走者9人は懸命にタスキを
つなぎ、町村の部第4位で堂々とゴールしました。
　なお、今大会最年少出場の佐

さ

野
の

真
ま

麻
あ さ

さん（小学2年生）は、
体格差のある選手の中で順位を上げる大活躍を見せてくれま
した。

近
こ ん

藤
ど う

伸
し ん

一
い ち

監督は「今回は優勝できず残念でしたが、選手
を始め支えていただいた皆さんに感謝しています。次回大会
では優勝の奪還を目指します」と、今回の悔しさを胸に次回
大会へ向けた意気込みを話しました。
　優勝を逃した悔しさから涙を流す選手もおり、大会にかける
思いの大きさに応援していた人たちは胸を熱くしていました。

　部田山・白土コミュニティーセンターで公園に関する
意見交換会が開催され、2日間で約70人が参加されました。
　公園の役割や今後整備を予定している公園について町
から説明した後、参加者からは「子供たちの未来のため
に公園築造を希望する」、「近くの公園はボール遊びがで
きなくなってしまった。ボール遊びができる公園が早く
整備されることを期待している」、「今は雑木林となって
おり物騒で歩けない。整備されれば涼松緑道とつながっ
て良い散歩コースになると思う」などの公園整備を期待
する意見が出されました。
　いただいた意見を踏まえ、地域の皆さんに親しんでも
らえる公園整備に取り組んでいきます。

令和4年度住民意見交換会
土

1 14
土
・21

なNEWS
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多文化子育てサロン

　町と名古屋柳城女子大学・短期大学との協働で多文化子育
てサロンを開催しました。
　今年度最後となる第7回は、「ふりかえり交流会」として町
民会館和室で行われ、4組14人の親子が参加しました。
　交流会は「ことばをそだてる」をテーマに講話をしたあと、
今までの6回を写真とともにふりかえりました。
　また、子どもたちは、学生がサプライズで用意してくれた
大量の風船を前に目を輝かせ大喜びで楽しんでいました。

　子育て支援や女性の活躍を推進する町民活動団体
「10and.-てんと -」（代表 梶

か じ

景
け い

子
こ

さん）から提案された
町との協働によるまちづくり提案事業「親子で挑戦！貿易
ゲーム」がいこまい館で開催されました。
　この講座は、講師にキャリアコンサルタントの柴

し ば

田
た

朋
と も

子
こ

さんをお招きし、子どものキャリア教育や社会人のビジ
ネス研修にも用いられるゲームによって、17人の参加者
がコミュニケーションのコツや今の社会の仕組みについて
学びました。
　参加した菅

す が

沼
ぬ ま

寛
ひ ろ

之
ゆ き

さんと陽
ひ

菜
な

子
こ

さん（高嶺小学校6年）
親子は「貿易ゲームは、事前情報がないことで大人も楽し
めて、学びのある講座でした」「一回の参加では答えが出
ないため、また是非参加したいです」と話してくれました。

ことばをそだてる

土
1 28

　令和5年4月から新しく開園する太陽わごうこども園で、植樹式と
落成式が行われました。
　23日の植樹式で、和合保育園の子どもたちは、ピカピカの園内に
初めは緊張していましたが、すぐにお友達と楽しそうに、はしゃいで
いました。
　園児の宇

う

佐
さ

美
み

穂
ほ

乃
の

佳
か

さんは「シンボルツリーが大きかった！みん
なでお花を植えて、とっても楽しかった！」と笑顔で話しました。
　29日には建物の完成を祝う落成式を行いました。こども園を運営
する社会福祉法人 若葉会 理事長 佐

さ

藤
と う

宏
ひ ろ

人
と

さんは、町の子育て環境
のさらなる発展に深く携わっていきたい旨を壇上で話されました。

「親子で挑戦！貿易ゲーム」～激変の社会を生き抜く交渉術～

ゲームで、コミュニケーションのコツや今の社会の仕組みを楽しく学ぼう！

日
1 29

わくわく！ドキドキ！新しいこども園

太陽わごうこども園植樹式・落成式
月

1 23
日
・29
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